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「15MHz復調回路試作 5」

中川憲保

平成 16 年 11 月 16 日

1 15MHz復調回路の比較 2

前回計算結果と実測値について比較を行ったが、計算に用いた値で LO入力は 1fしか用いていなかっ
たので、今回は LOについても 1f～5fの PowerをMixerの手前で測定し、その値を用いて計算結果を
導いた。その結果が図１である。
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図 1: 改良前と改良前の、RFに高調波が混じったときの IF出力の比較。今まで TAMAで使われてき
た Demodulatorの結果が Before、改良した Demodulatorの結果が Afterで示したマーカーある。線
のグラフは入力した信号 (今回は LOに関しては 1f～5fまでの powerを測定し、計算に含めた）から
計算によって導かれた結果を示している。

今回の計算結果から、改良後の方が改良前に比べて測定値と計算値が近い値を示し、計算よりさら

に良い値を出している場所もあることがわかる。偶数倍波に関して、改良後に計算値により測定値が

近づいた原因に関して、RFからの入力で、混ざっていた高調波がRFフィルター部で除去された効果
が大きいと考えられる。また、奇数倍波に関しては改良前、改良後、共に計算値と測定値がそれなり

に近い値を示しているが、これは逆にMixerによって奇数倍波が現れてしまうのが防げない事を示し
ていると考えられる。

今回の Demodulatorの改良により、Mixerは単なる掛け算機ではないが、LOに奇数倍波の高調波
が発生する効果を考慮し測定すると、ほぼ掛け算機として振る舞い、IFへの出力がほぼ予想できると
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言えるようになった。

2 I-Q両Phase対応、一体型Demodulatorの設計

I-Q両 Phase対応、一体型Demodulatorの設計に関して、回路図に関しては図 3,4のようになった。
また、I,Q両 Phaseに関して IF出力を測定したのだが、その結果が図２のようになった。
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図 2: I-Q両 Phase対応、一体型 Demodulatorの IF出力

今回このような結果になり、I-Q両方を出力する形にすると、Demodulatorとしての性能が落ちて
しまった。そこで、今回、回路中で使われている ICについて調べてみたところAD811が約 15mA消
費しそれが８個使用されている。また、AD797に関しては約 10mA消費し、それが２つ使われてい
る。これらを足すと 140mAになり、まださらに Phase-Shifter用に 3つの ICが使用されている。一
方、今回電源供給部には 1W/10Ω（回路図では２つ直列で使用されているが、都合により測定時には
１つになった。）の抵抗が使用されており、そこでのリミットが 100mAになる。これより、おそらく
供給不足により本来の性能が発揮されなかったと考えられる。実際、測定を始めようとするとしばら

く出力 Powerの降下がおきて、おちついたところで測定をしたのだが、この降下が起きている段階で
気づくべきだった。

3 次週について

I-Q両 Phase対応、一体型 Demodulatorに関して電源部での改善策の検討。これまで Demodulator
関係で行った実験等についてまとめていく。
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図 3: I-Q両 Phase対応、一体型 Demodulator 回路図 page1
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図 4: I-Q両 Phase対応、一体型 Demodulator 回路図 page2
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